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○目的：クリティカルケア領域において長期入

室している患者家族に着目し、ニードの明確化

をすることで今後の家族ケアを充足させる。

○方法：2015年4月1日から2016年3月31日まで

にICUに15日以上在室していた、NANDA-1看護診

断分類における「介護者役割緊張リスク状態」

が診断されている患者15名の看護記録より、患

者家族の発言や状況を抽出した後ろ向き観察研

究を行った。CNS-FACEスケールの行動評定用紙

にある46項目を参考にし、コードを分類。入室

2週間以降を長期患者に設定し、その前後で

ニードの割合を明らかにした。

審査委員会で承認の得られた文書を当学倫理委

員会HPに掲載し情報公開を行うことで拒否機会

を保障した。調査により得られたデータを取扱

う際は、対象者の個人情報保護に十分配慮し、

自施設で厳重に管理し自施設外に個人情報の持

ち出しは行わないこととした。

○結果：２週間前後を比較すると情緒的サポー

トが著明に上昇しており、コーピング方法とし

て、情動的コーピングが上昇していた。ニード

は情緒的サポート、情報、接近、保証、社会的

サポート、安楽・安寧の順に高かった。

○考察：情緒的サポートのニードは、入室２週

間以降に高値を示しており、将来への不安や患

者の死を意識した発言といった悲嘆の表出があ

るためと考える。また家族に迫られる重大決定

は、本人の意思を聞くことができない家族の心

理的ストレスになっており、ニード上昇の要因

と考える。情緒的サポートのニード上昇に伴

い、情動的コーピングは上昇しており、感情表

出を促すため場を整え傾聴していくといった

コーピング促進によりニード充足が期待される

と考える。情報のニードはICUではモニター等

の情報量が多く、患者状態の関連を知りたいと

いう思いがあるため高値となったと考える。ま

た患者自身との意思疎通が困難なことも多く、

医療者へ状態の情報を求めていることが考えら

れる。情報のニード充足には、信頼関係を構築

していくことで患者家族と看護師間のコミュニ

ケーションが円滑になり、情報を得ることが容

易になっていく。接近のニードは、治療が長期

化している患者に対し、予後・回復への不安や

“何かしてあげたい”という思いが強くなり上

昇していると考える。また家族が治療環境へ順

応し、呼びかけやタッチングがしやすくなるこ

とでニードが上昇した要因だと考える。この

ニードを充足するためには、可能なケアや注意

点を伝えるといったケア参加の容易化が必要で

あると考える。

○結論：長期入室患者家族のニードは情緒的サ

ポートが最も高く、次いで情報・接近のニード

が高かった。各ニードの充足、コーピングを促

進するためには感情表出の場を整え、傾聴する

ケアが必要となる。また、情報提供や信頼関係

構築に努めることが必要となる。
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